
現代の境界復元は元になる図面の座標値化にかかっています，当然精度の高い座標
値化が望まれるわけです。
三斜図→座標化プログラムを使って座標値の無い区画整理図から座標値を作る例を
紹介します。
元々、三斜図→座標化プログラムは三斜（辺長、底辺＋高さ）の情報から座標を起こす
プログラム（Book）なのですが底辺＋高さの情報が無い場合でも使えるのだろうかと思
いトライしてみた。
区画整理図では角度の記載があれば角度優先で座標値を数学的に計算できるので問
題はありませんが辺長のみが記載された区画整理図もあります、どの程度の座標を起こ
せるのか計算して見ました。
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この図面は東京都八王子市の戦災復興区画整理地区の区画整理換地図です。
図面には辺長のみの記載で角度の表示はありません、辺長はcm単位まで記載されて
いますので設計精度は相当高いはずです。
本来、このような図面は角度と距離が数学的に計算されていたものを換地図に仕上げ
たときに角度の表記を省略してあるものです。
元は青図（全体が青で線が白い図面）であったものをこの図の様に書き直しているので
図形としても精度が落ちている前提で作業をするべきです。
辺長のみのデータでは面積要素（底辺と高さ）が加味されないためこのまま図形をス
キャンした場合に図全体が歪む可能性があります。
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計算手順は表のとおりです、ここでは座標化まででその後の実測ベースへの変換は通
常の方法で行います。

これは区画整理図なのでヘルマート変換が優位であること、伸縮率は限りなく１．０００に
近いことが要求されます、そのへんのことは復元事例を参考にして下さい。
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官民境界確定図の座標値から街区線を出してみると図面との差が見られる。

座標化する技術が未熟な時代に街区が決められるとこういったことが起きてしまいます
、街区の再決定からやり直すと今までの確定点が否定されますのでこのような場合は一
旦正しい形を出しておきます。

その後で実測ベースへの変換を掛けることになりますが今回は正しい形を出す処まで
解説しています。

正しい形を出す為にこれを調整します、これは街区内の筆界を正しく計算する為です。

計算誤差上は１mm以内に入るように調整します、末尾の処理の関係で１mmはどうしよう
もない計算誤差になります。
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均等に座標値を調整して隅切りを確認しながら街区辺長が１mm以内になるように調整
します。
X軸ｙ軸と直交するように図形を作って直接ｘ、ｙ の値を調整すると簡単にできます。
元々の角度が判らないのでハッキリは言えませんが戦後の計算では対数を使っていた
と考えられますので１０秒単位で丸めている可能性が有ります。
Ｇ１の処は９６－１４－１０の可能性が高いでしょう、差の２秒を辺長で計算しても１mmに
もなりませんのでこのまま使います。
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区画整理図の場合は分割パターンが読めるのでその手順で計算していくことが重要で
す。

青の線は原則的に直線になっている、街区の隅切りは二等辺三角形である、街区線上
に筆界は街区線上にある直線である等など。

で！計算誤差はcm単位なので±５mm程度とみて判断していく。

６箇所ほど計算誤差を超えている,７～７９mm、これを三斜図→座標化プログラムで最終
調整すると次の図になります。

今まではここからの調整が大変だったわけです、こっちを調整すればあっちが会わずと
いったことになり苦労します、何となく無理矢理合わせた感じになります。
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これは想像以上に良い結果が出ました、三斜図→座標化プログラムの凄いところです。

特に私道の直線が出たところには驚きました。良くない処は辺長１６－２４と１５－２５が
－９mmと＋３mmと１mmを超えている、点２１-２４－２５－３６は直線で無いのだろうか。

計算誤差を±５mmとすれば１６－２４の９mmが問題となるので点２１-２４－２５－３６で２
４に曲がりがあるとすれば良いのかもしれない。

この点を除けば完全な座標化が出来たことになる。
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元々の図面はスケール読みでも５０cmほどの辺長差があるので作図精度は相当に悪い
図面である。

最初の図面からスキャナーで座標を読み取ってそれを使って計算して見る。
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底辺＋高さの情報は無い状態で計算して見ると４箇所の隅切りの長さの誤差が大きい
、直線であるべき処が直線にならない。

隅切り部の誤差も大きい、この程度の座標化精度では使えない。

少なくともcm単位の図面なので±５mmいないが望ましい。
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実際には底辺＋高さのデータは存在しないのだが、④で作ったデータから引用した。

三斜図→座標化プログラムに使う時はmmを四捨五入した値を使用した、切り捨てでも
かまわないのだが。
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底辺＋高さの情報を入れて計算してみたところ一見、よさげな感じなのだが④のように
すっきりしていない。

また北西と東南の隅切りが＋１２mm、＋２２mmと長い、他も数ミリ違っている。

底辺＋高さの情報を入れれば精度が上がることがわかるが完全ではない。

区画整理図自体の作図精度が悪いのでスキャンの精度は高くならないことが問題なの
で①②③の方法で仮図を作って座標値を作ったほうが精度が良い。
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図の北側の辺を拡大したものである、上から三斜（底辺＋高さ）なし、三斜（底辺＋高さ
）入り、手順①②③で計算の順にしてある。

実際には三斜（底辺＋高さ）入りは計算できないので三斜（底辺＋高さ）なしか手順①
②③で計算のどちらかの方法ということになる。

当然、手順①②③を踏まえて三斜図→座標化すれば相当に高い精度の座標化が出来
るので方法はこちらといことになる。

三斜図→座標化プログラムに底辺＋高さの情報を削除して計算できる機能がついてい
るが使い方に注意が必要ということ。

三斜図→座標化プログラムは底辺＋高さの情報があることを前提にしてあるが古い区
画整理図等で辺長情報だけで精度の高い座標値化をする場合は一旦数値から座標
値を起こして三斜図→座標化すれば良いことになる。
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